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ういった生産団体と協議をしながら、どういう

方法でいったらいいのか、恐らく贈答品を中心

に扱ってらっしゃる農家の方は、全国の農家の

ほうの情報を持っていらっしゃると思うんです

ね。ですから、例えばリンゴにしたら、長井市

だけじゃなくて、この辺だったら朝日町ではど

ういうふうになさってるのか、どういうふうに

するのか、そういった情報も私どもとしては知

りたいところですし、本当に必要だとしたらで

すね。あとは、東北に限らず、やっぱり今回は

むしろいろんなデータが出ておりますが、北関

東のほうとか、あるいは山梨、長野のほうも結

構いろんな風の影響で議員のご指摘のとおりホ

ットスポットありますんで、そういった農家の

対応等々をぜひ情報としてあればお願いしたい

なというふうに思います。 

 なお、今のところ市で保証するようなシール

を張るということは難しいと思っておりますが、

やっぱりどうしてもこれはしなきゃいけないと

いうことであれば、ぜひ相談をまずしてほしい、

それもできるだけ１対１じゃなくて、何人か集

まっていただいて市の窓口にお越しいただけれ

ば大変ありがたいというふうに思います。決し

て長井市として無視するわけじゃないんですが、

現実的にはかなり難しいと。 

 例えば、リンゴ農家にだけ保証をそういうふ

うにするとしたら、依頼があったらすべてしな

きゃいけないわけですから、それが行政として

の平等でございますから、そういう意味からい

えば、やっぱり全体的にそういう問題がたくさ

んある場合はどうするかということを再度検討

したいと思いますので、いろいろ引き続きご指

導いただきたいと思います。 

○蒲生光男議長 ６番、竹田博一議員。 

○６番 竹田博一議員 ありがとうございました。

その節はよろしくお願いしたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

 

 

 我妻 昇議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 次に、順位９番、議席番号７番、

我妻 昇議員。 

  （７番我妻 昇議員登壇） 

○７番 我妻 昇議員 よろしくお願いいたしま

す。 

 竹田議員の後、私、私の後、梅津議員という

ことで、だんだん体が大きくなっていくようで

ございますが、大関から横綱というふうになる

かと思います。少々おつき合い願いたいと思い

ます。 

 近年まれに見る台風によりまして、再び想定

外の災害が起こってしまいました。一体我々は

どこまで災害に対する備えを整えればいいので

しょうか。たとえこれまで以上に万全な対策を

講じたとしても、余りに急激な災害に、余りに

大規模な災害に我々一人一人が対応できるであ

りましょうか、自然災害に対する人間の無力さ

を禁じ得ません。世界から絶賛された日本人の

秩序や謙虚さ、譲り合いなど、先人たちが培っ

てきたこの誇るべき日本人の精神でしか自然に

対抗する手だてがないのかもしれません。逆を

返せば、災害対策が万全であったとしても、人

として、日本人としての心を失ってはならない

ということではないでしょうか。防災計画の見

直しが進められておりますが、ハード面ばかり

ではなく、ハートの部分、心の部分も踏まえた

計画づくりにしなければならないと感じたとこ

ろであります。 

 それでは質問に入らせてもらいます。このた

びの一般質問では大きく２つの項目を通告して

おりますので、順次ご答弁をいただきますよう

よろしくお願い申し上げます。 

 １つ目は、障がい者支援についてであります。

障がい者本人や障がい者を支える家族の皆さん
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は、さまざまな悩みや不安をいだいていらっし

ゃると思います。しかしながら、なかなか他人

に相談できない、あるいはわかってもらえない

という現実にさらされているのではないでしょ

うか。それらを少しでも和らげようと平成18年

度から障害者自立支援法が施行され、それ以来、

地域における相談支援体制の充実を図ってきた

と思いますが、長井市ではどのような取り組み

に取り組んできたでしょうか。 

 平成21年に策定した長井市地域福祉計画の第

６章には、障がい者支援や高齢者支援などの福

祉サービスの充実があります。その中では、困

ったときにはすぐに相談できるよう総合的な相

談体制づくりを推進します、あるいは多様な問

題に対しての相談に対し、総合的かつ専門的な

体制を整えますとうたっております。民生委員

や関係団体、関係施設と連携しながら進めるこ

とになっているようですが、具体的にはどのよ

うな取り組みを行ってきたのかお聞かせ願いた

いと思います。 

 また、平成18年以来、自立支援法に関連して、

義務ではありませんが、自治体の努力として自

立支援協議会を設置するよう促しております。

これは障がい者や家族などの当事者や行政、サ

ービスを提供する事業者、学校や医療機関、民

生委員などのメンバーで構成され、障がい者の

現状把握や問題解決に近づける組織になるのだ

と思いますが、長井市では設置してきませんで

した。義務でなかったとしても、設置している

自治体も多いと聞いております、設置すべきだ

ったのではないでしょうか。私はどうも長井市

では相談支援体制が手薄であったのではないか

と考えざるを得ません。これらのことについて

福祉生活あんしん課長に伺います。 

 加えて、昨年末自立支援法が改正になりまし

たが、その概要についてもお答え願いたいと存

じます。 

 次に、市長に伺いますが、自立支援協議会の

設立と相談支援事業者への委託など、早急に検

討すべきではないかということであります。法

の改正で、これまで自治体の努力であった自立

支援協議会の設置が義務づけられると聞いてお

ります。24年度からになると思います。私は、

ただいま述べたように、長井市では障がい者へ

の相談支援体制に出おくれ感があると感じてお

りますので、早急に改善していただきたいと思

っております。 

 また、この協議会は単に話し合いの場だけで

はなく、行政や委託を受けた事業者が適切に相

談支援事業を行っているか、中立、公平である

かなどの運営評価を実施する機関でもあり、長

井市の第３期障がい福祉計画の作成にもかかわ

ってきたりする重要な協議会になるのではない

かと思っております。 

 市長は、山形県社会福祉事業団が運営するサ

ポートセンターおきたまが台町にあることをご

存じだと思いますが、相談支援事業者として白

鷹町、飯豊町、川西町から事業委託を受け、障

がい者の多種多様な相談に乗って、適切なアド

バイスを行っている団体です。しかし、長井市

では委託はしておりませんので、問題を抱えて

いる市民は福祉生活あんしん課に相談に行きま

す。もちろん直営でも悪くないのですが、年度

を超えると担当者がかわってしまったり、休み

をとっていたり、すぐに回答できなかったり、

その間にも障がい児などは小学校から中学校へ

と成長したり、また別な問題や悩みが発生した

りしています。そこで、サポートセンターおき

たまへ駆け込み、アドバイスを受けるのですが、

長井市の相談者は肩身が狭い思いをせざるを得

ない。長井市のお金が入っていませんので当然

の感情だと思います。市長には、どうかこれら

の現状を認識していただき、すぐにでも対応し

ていただきたいと存じます。総合的かつ専門的

な相談支援体制を整えるためにも、早急に検討

すべきだと思いますが、いかがでありましょう
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か。 

 ２つ目の質問に移ります。避難者支援につい

て市長に伺います。 

 もうすぐ大震災から半年が過ぎようとしてお

ります。被災者への支援、避難者への支援は、

震災当時とは大分さま変わりしていると思いま

す。長井市でもこれまでさまざまな変遷をたど

ってきたと思っております。現在では、長井市

としてどのような支援体制を整えているでしょ

うか。 

 市内へ避難している方が毎月ふえている状況

だと聞いています。特に子供の２学期に合わせ

て避難してきた家族もたくさんいらっしゃるよ

うで、９月現在では約300名の方が雇用促進住

宅や一般住宅などで何かと落ちつかない日々を

送っていらっしゃるとのことだと聞いておりま

す。そこで、このような方々への支援の現状は

どうなっているでしょうか。 

 また、避難者受け入れ支援本部の体制につい

てもお聞きしたいのですが、今回の質問に当た

り、本部があるものの本部長が誰だかわからな

いということで答弁者を市長にしか設定できま

せんでした。その辺も含めて市長に伺うもので

あります。 

 次に、ニーズ調査についてでありますが、避

難者の数が多くなればなるほど、そのニーズも

多種多様に変化してくると思われます。これま

でも悩みや要望、不安などの調査をされてきた

かと思いますが、どのような調査と対応をして

こられたのか、特に小さい子や高齢者を抱える

家族にはより細かなケアが必要になってくると

思います。どのような配慮をしてこられたかを

お聞きいたします。 

 米沢市は長井市の10倍もの避難者が来ていて

対応に追われているとのことですが、土地勘の

ない避難者に対して米沢市内の公共施設、子育

て支援センター、医療機関などがどこにあるの

かをバスツアーの企画を通してわかりやすく案

内しているそうです。そして最後に、芋煮会な

どの交流を図っているようです。また、子育て

中のお母さんを対象にママカフェと称した座談

会を開催し、不安やストレスの解消、仲間づく

りに役立てています。これは飯豊町でもしてい

るとのことです。 

 ニーズ調査はもちろんのことですが、こうし

た取り組みがその後の避難者の負担あるいは行

政の負担を軽減することにもつながるのだと思

います。ＮＰＯ団体や福祉団体と協力をして取

り組んではいかがでしょうか、市長にお聞きす

るものでございます。 

 そしてまた、こうしたニーズ調査を重ねるに

つれ新たな課題が見えてくるのかもしれません

し、今後も避難者がふえればまた違った問題が

発生するのかもしれません。市としてどのよう

な課題を現在持っているのか、あるいは今後ど

のような課題が予想されるのか。県や国に、求

償、償いを求めると書きますが、求償できない

部分については予算を見ているのか、このたび

新設される長井市災害対策基金を活用できるの

か。また、避難者受け入れ支援本部としてしば

らくこのままの体制で続けていくのかどうかも

含めて、市長にお聞きするものでございます。 

 以上、壇上からの質問とさせてもらいます。

ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 我妻議員のご質問にお答えいた

します。議員のほうから２つの質問いただいて

おります。 

 まず、第１点目の障がい者支援についてでご

ざいますが、私のほうからは、自立支援協議会

の設立と相談支援事業者への委託など、早急に

検討すべきでないかというようなご質問だった

と思います。 

 自立支援協議会についてでございますけども、

地域の障がい福祉サービス事業者や医療、教育、

雇用を含めた関係者が地域の課題を共有すると
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ともに、支援体制の整備について協議し、地域

のサービス基盤の整備を着実に進めていく役割

を担うもので、今般の改正により自立支援協議

会の設置が義務化され、市町村が障がい福祉計

画を定め、または変更しようとするときは、あ

らかじめ自立支援協議会の意見を聞くように努

めなければならないとされておりますので、議

員からもご指摘ございましたように、当面策定

が必要な平成24年度からの第３期障がい福祉計

画の見直しに対応できるよう、なるべく早い時

期に設置を検討したいと考えております。でき

れば今年度の12月議会に計上できればなという

ふうに考えております。そういう意味では、非

常に議員のほうからはタイムリーなご提言をい

ただいたというふうに思っております。 

 今まで第２期の障がい福祉計画に基づいて援

護係を中心として福祉事務所で対応していたわ

けですが、できるだけ市民の皆様にも、あるい

は私もよく福祉事務所の内容については、福祉

事務所ですと大分福祉事務所内でできるという

ことで、ほとんど私の決裁が必要ないので、ち

ょっと勉強不足のところがありました。 

 ただ、昨年までは有資格者で非常に経験豊富

な職員がおりましたが、残念ながら希望退職で

退職されてしまいまして、そこが非常に問題だ

なと思っていたところでございます。今年度か

ら福祉生活あんしん課と子育て支援課に分けま

して、特に援護の部分については職員を１名ふ

やした、そして対応しておりますが、やはり専

門性の高い業務でございますので、そういった

意味では、我妻議員のほうに相談された市民の

方の悩みといいますか、その部分については大

変申しわけなく思ってるところでございます。 

 ちょっと今の話と重複するんですが、相談支

援事業者への委託については、議員の質問の中

で障がい児を持つご父兄の保護者の意見、要望

をお聞きしております。長井市の相談業務は今

まで直営で行ってきたんですが、確かに相談し

にくい環境になっておりますし、通常はいろん

な業務でそれに集中しているわけですから、あ

らかじめ何時ごろ相談に行くからというふうに

連絡をいただく場合はそんなに不快な思いをさ

せないのかもしれませんけれども、どうしても

突然いらっしゃいますと、やはり忙しそうで相

談に何か乗っていただけないんじゃないかと、

そういうふうに市民の皆様に感じさせてしまっ

たということについては、方法、やり方を考え

なきゃいけないというふうに思っております。

そういった意味では、改めて相談者の方々に不

快な思いをさせたとすれば、大変申しわけなく

思っております。 

 ただ、長井市の場合は、直営で行ってること

によってメリットものでございます。それは、

年間300万円から、ことしの場合は120万円ほど

余計にかかっておりますが、400万円ぐらいの

予算で米沢養護学校への通学支援を行っており

ますが、これは当然長井市だけでございますん

で、白鷹町、川西町などはやってないサービス、

これは長井市独自のものでございまして、行政

の相談業務が窓口が市であったことから実現し

たものだと思っております。 

 それから、サポートセンターおきたまですが、

ここの活用については、確かに常時人がいるわ

けですから相談しやすいと思いますが、いろん

な例があるようですけれども、あるまちでは年

間８件の相談があったそうです、私ども長井市

の場合は30件ぐらいですけども。１件幾らとい

うことではないんでしょうけども、年間で160

万円の委託料だと、そうしますと８件ですと１

件20万円なんですね。そういうことからいいま

すと、長井市で委託した場合どのぐらいで受け

てもらえるかということも大体のところは聞い

ておりますが、やはりそのぐらいの高額な相談

料だとすれば、市のほうでもう少し丁寧に、あ

るいはシステムをきちんとつくって、あらかじ

め相談ある場合はここに連絡くださいというこ
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とで、大体300名ぐらいの知的障がい、精神障

がいの皆さんだというふうに聞いておりますの

で、そういったところをもう少し、マン・ツ

ー・マンで対応できる人数でありますので、親

身になって相談できるようなシステムづくりを

これから検討したいというふうに思います。 

 なお、ご提案の相談支援事業所への委託につ

いては、なおそういう状況ですが、周辺の自治

体の状況を見ながら考慮してみたいと考えてお

ります。今回の法律改正で市町村は地域におけ

る相談支援の中核的な役割を担う機関として基

幹相談支援センターを設置することができるこ

ととなっておりまして、こちらも一般相談支援

事業所への委託が可能となっておりますので、

そういったことも含めて考えて検討してまいり

たいというふうに思います。 

 次に、最初の項目については、それ以外は福

祉生活あんしん課長のほうに答弁いたさせます。 

 私のほうからは、２番目のご質問の避難者支

援についてでございます。ここは議員からあり

ましたように、本部長がだれなのかはっきりわ

からないということでございました。３月18日

に避難者の受け入れ対策といたしまして災害対

策本部の中に避難者受け入れ支援本部、それか

ら避難者支援ボランティア本部を設置いたしま

した。避難者受け入れ支援本部につきましては、

その当時は市民課長にお願いしておりました。

そして支援ボランティア本部については企画調

整課長ということで行ってまいりましたが、大

体４月いっぱいぐらいで一定程度の役割を終え

たということで、特に委嘱などもしておりませ

んでしたので、災害対策本部がすべてを兼ねる

ということで、実質的には私が本部長というよ

うな形で正しいのだと思っております。 

 そういう意味で、私のほうから答弁させてい

ただきますが、今までの経過としては、義援金

の受け付けや救援物資の配布については福祉事

務所で担当いたしまして、避難者に関する情報

交換と意思疎通を目的に４月末まで毎日避難者

受け入れ支援本部と避難者支援ボランティア本

部と災害対策本部連絡会議を開催しておりまし

た。５月の臨時市議会では、緊急雇用創出事業

による避難者支援の予算を可決いただきまして、

現在３名の臨時職員を雇用して避難者受け入れ

支援本部の業務を現在継続中でございます。こ

の３名のうち２名が避難者の方でございまして、

そういった意味では、常時窓口にその方がいら

っしゃいますので、その部屋は私の市長室の向

かい側の部屋なんですが、お子様を連れたお母

様が毎日いらっしゃいます。そんなことで、し

っかりとそういった部分ではほかのまちとは状

況は違うかもしれませんが、相談窓口は充実し

てるというふうに思っておるところだったんで

す。 

 主な業務としては、被災地からの生活に関す

る情報のお知らせ、問い合わせの対応、総務省

が実施する避難者情報システムの入力作業など

を行っていただいてます。長井市で安心して生

活するためのサポートはもちろんですが、地元

被災者と避難者の方々のつなぎ役としての業務

が重要であると認識しております。 

 なお、救援物資については４月上旬で受け付

けを終了いたしました。また、義援金は９月末

日まで受け付けしていますが、現在では件数も

大分少なくなってきております。ボランティア

本部の業務についても４月いっぱいで落ちつい

てまいりましたので、ひとまずは終了いたしま

して、社会福祉協議会のほうにボランティアセ

ンターございますんで、そちらに窓口をお願い

してるところでございます。 

 長井市への避難者数でございますが、８月25

日現在、病院の入院患者さん36名を含めまして

284名おられます。震災直後には避難された

方々がふえ続けたところで、ピーク時の３月28

日には232名に達し、その後減少して、５月31

日には158名になりましたが、６月に入ってか



 

―１２５― 

＋

ら自主避難される方がふえ続けており、300名

を超えそうな状況になっております。ただ、山

形県で提供してる無料のアパートなどが間もな

くいっぱいになると思われますので、今後は大

幅な増加はないのではないかと考えてるところ

でございます。 

 次に、ニーズ調査についてでございますが、

すべての避難者の方々を対象としたニーズ調査

のようなものは長井市では実施しておりません。

避難者の方々の状況は、被災の程度、家族構成、

経済状況などによってさまざまですので、長井

市では、まずは気軽に役所を利用してもらうこ

とが大事だとの考えのもとに７月に家庭訪問を

実施いたしました。これはニーズ調査というよ

りも、避難されてる方々に何か行政に対する要

望とか、あるいは困ったことなどないかという

ことで、ニーズ調査まで詳しいことはいかない

ですが、家庭訪問したんですが、避難から３カ

月以上が経過いたしまして、生活も一応安定が

確保できた時期であったためか、特に話はない

という方や、来てほしくないという方もおられ

まして、28世帯の訪問にとどまっております。

これは山形新聞などでも扱っていただきました

が、危機管理室のほうの職員が出向いたんです

が、そういうふうなことなもんですから28世帯

しか訪問してないということでございます。 

 こうした反面、子供に関すること、健康保険

や医療機関に関すること、アパートのあき状況

などさまざまな相談や問い合わせが支援本部に

寄せられておりまして、役所にお越しになる方

もたくさんおられます。８月の１カ月間を例に

とりますと、市役所の支援本部に相談のため来

庁された方は66名、30世帯でございました。ま

た、お子さんの健康についての相談があったよ

うな場合には、健康課の保健師に訪問を依頼す

るなど相談内容に応じた適切な対応や情報提供

に努めておりますが、応対する職員も避難者で

あることから、親身な対応であると好評いただ

いており、当面は現在の体制で避難者支援を継

続したいと考えております。 

 最後になりますけれども、今後の課題と今後

の対応についてでございますが、避難者支援の

課題につきましては、議員ご指摘のような避難

者のニーズの多様化もあろうというふうに思い

ますけれども、避難の長期化に伴いまして、昨

年まで受けることができた行政サービスが従来

のように受けられないという面が出てまいりま

す。具体的には、一般住民健診、予防接種、高

齢者施設の利用などがあると思われますが、こ

うしたサービスは、現行の地方自治法では市町

村間で個別に協議して事務を委託しないとでき

ないことになっておりました。これを簡素化す

るため、さきの国会で東日本大震災における原

子力発電所の事故による災害に対処するための

避難住民に係る事務処理の特例及び住所移転者

に係る補償措置に関する法律という非常に長い

法律なんですが、こういったものと関連規則が

施行されました。被災市町村から要請されるサ

ービスの内容や人数等が具体化するのはもう少

し先だと思われますが、こうした長井市民と同

じようなサービスを提供するための準備などを

検討する必要があります。 

 求償できない経費に災害対策基金を活用する

ことにつきましてでございますが、ご寄附くだ

さった方々の考えや基金の趣旨に沿っているか

といったことを検討して適切に対応しなきゃい

けないというふうに思ってるところです。 

 今後の対応については、避難者の方々には地

元に帰り、震災前の平穏な生活の再現を望んで

おられる方が大部分というか、皆様だと思って

おります。地元では職場、学校、友人、地域な

ど多くの有機的で温かい輪の中に所属しながら

日常生活を営んでおられたわけでございます。

避難の長期化に伴い、当地区にも避難者の方々

が溶け込まれて、徐々に準市民的な立場になる

ものと思われますが、その過程はさまざまであ
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ると思います。 

 一方、避難者の方々は、異口同音に長井市民

は穏やかで温かいと評価くださいますが、上杉

鷹山公の教えである互助の精神や地域の力が良

好なコミュニティを形成していくものと期待し

ております。こうしたことから、避難者お一人

お一人の意思を尊重し、また見守ってくださる

各地域の自主性も尊重するということを基本と

しながら、避難者支援を進めてまいりたいと思

います。 

 なお、今後の状況についてはまだ見えない部

分もありますので、状況に応じて適切に対応し

てまいりたいと思いますので、引き続き議員の

ほうからもご指導賜りたいと思います。以上で

ございます。 

○蒲生光男議長 小泉良一福祉生活あんしん課長。 

○小泉良一福祉生活あんしん課長 我妻議員のご

質問にお答えをいたします。 

 私には、相談支援体制が手薄ではなかったか

ということでございますが、市長との答弁とも

重なりますが、ご理解をお願いしたいと思いま

す。 

 障がい者の相談支援については、市町村の必

須業務でございまして、直営、委託、どちらで

も実施可能でございます。障害者自立支援法が

施行された平成18年当時、福祉事務所には専門

的知識を有し、経験豊富な事務者がおりました

ので、特に相談支援事業所に委託する必要はご

ざいませんでしたし、財政再建を目指している

さなかでございましたので、直営による相談支

援の方法を選択して対応してまいりました。 

 議員のご質問にもございましたが、市に対し

ましても、米沢養護学校に通学している児童の

父兄から相談支援を充実してほしい、市役所は

忙しそうでゆっくり相談しにくい、相談支援事

業者に委託をしてほしい旨の意見や要望をいた

だいているところでございます。 

 長井市への年間の相談件数は、申請書の書き

方などの相談を入れるとかなり多くございます

んですが、新規にサービスを受ける場合どのよ

うな制度があるのか、あるいは養護学校を卒業

した後はどのようにしたらよいのかなどの一般

相談については、平成22年度で年間30人の方か

ら相談を受けているところでございます。また、

相談者は事前に連絡をされて来ることではない

ので、通常業務の中での窓口相談となりますの

でゆったりとした相談ではなくて、結果として

相談者に不快な思いを抱かせてしまって、まこ

とに申しわけなく思ってるところでございます。

今後は、相談に来られるときは事前に連絡をし

ていただき、相談の時間を設定するなどの対応

をとられるよう米沢養護学校通学児童の父兄に

はお願いをいたしたところでございます。また、

相談しやすい環境づくりに努めてまいりたいと

思います。 

 自立支援協議会についてでございますが、障

害者自立支援法により位置づけられております

が、設置義務ではございませんでしたので、こ

れまで長井市では設置してきませんでした。議

員ご指摘のように、相談支援体制については長

井市地域福祉計画に相談体制の充実を掲げてお

りながら、設置義務はないというものの、協議

会の設置をしてこなかったということでは、相

談支援体制が手薄だったと言わざるを得ないと

思っております。今後は、市長答弁にありまし

たように早い機会に設置をして、地域課題を関

係者が共有をして、支援体制について協議をし

てまいりたいというふうに思っております。 

 次に、自立支援法の改正についてでございま

す。障害者自立支援法の主な改正内容について

お答えをいたします。 

 このたびの改正は障がい保健福祉施策を見直

すまでの間における障がい者などの地域生活支

援のためのものでありまして、内容は、１つと

して、利用者負担について応能負担を原則とす

ること、及び障がい福祉サービスと補装具の利
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用者負担を合算をして負担軽減をすること、２

番目には、発達障がいが障害者自立支援法の対

象となること、３番目に、障がい者の相談支援

体系を強化するものでありまして、市町村に基

幹相談支援センターを設置することとし、自立

支援協議会を法律上位置づけることとなります。

また、給付決定プロセスを見直しして、すべて

の障がい者のサービス提供について、介護保険

でいうケアプランと同様のサービス利用計画の

作成が必要となってまいります。 

 これは４番でございます、障がい児支援の強

化を図るために、現行の障がい種別ごとに分か

れていた施設体系について、通所、入所の利用

形態別により一元化されます。したがって、障

がい児通所支援と障がい児入所支援という枠組

みとなります。障がい児通所支援には、児童発

達支援、医療型児童発達支援に加え、放課後デ

イサービス、保育所等訪問支援が新たに創設を

され、実施主体が市町村となります。 

 最後に、５番目になりますが、本議会の補正

予算として提案をしています、地域における自

立した生活のための支援の充実としてグループ

ホーム、ケアホーム利用の際の家賃の補助及び

重度の視覚障がい者の移動を支援する同行援助

などのサービスが創設をされます。以上が主な

改正内容でございます。 

 私からは以上でございます。 

○蒲生光男議長 ７番、我妻 昇議員。 

○７番 我妻 昇議員 ご答弁ありがとうござい

ました。 

 障がい者のことですけれども、優秀な職員が

いらっしゃったと、それがいろんなご都合でや

められたということで手薄になった感はあると

いうことでしたけれども、まさにマンパワーっ

て重要だなというふうに思いますね。そういっ

た方が親身になって市民と対話されてたと。た

だ、そういう方がすぽっといなくなることによ

って不安が一気に盛り返すというか、そういう

ことがあるんだなというふうに思います。 

 私も何人かのそういった方々とお話しするに

当たって、とにかく相談できるところが欲しい

というのが本当に一番最初に来ているようです。

先ほどの通学支援の話が、米養にありましたけ

ども、あれは本当にありがたいというふうに思

ってらっしゃいまして、直営で相談業務してき

たからというと、ちょっと私もううんと思うん

ですが、県の施設が米沢市にあるから遠いわけ

ですよね、ここね。本当は山形県から大きく補

助金が出て、それを当てにしてということでき

ればいいんですけれども、全額これ市の持ち出

しですよね。立地条件もあったんですが、でき

れば直営で相談してきたというのは、いろいろ

理由があったにせよ、これからはやはり直営で

相談ではなくて、通学支援もお金もかかってお

りますが、ぜひ相談を親身に、よくわかってる

プロが的確なアドバイスできる、あと仲間がそ

こに集うんですね。よく週末ですとか時間を決

めて集まっていらっしゃるようですけれども、

川西町や飯豊町や白鷹町の方々とも交流を図っ

ていろんな情報交換してらっしゃるようです。

どうしても長井市の人は肩身が狭いと、そこに

は委託料が入っておりませんので、そういうこ

とではなくて、しっかりと予算を立てて相談業

務を委託するというのが私はいいのではないか

なと。 

 ただ、通学支援に400万円も使ってるという

ことは、それは本当にありがたいと思ってるん

ですがということですので、再度、ぜひ協議会

の設立はまず12月議会でということで、非常に

いいご答弁いただきましたんで、なお、相談事

業者への委託についてもう一つ市長のお言葉を

いただきたいなと思うんですが。ぜひ親身にな

って、あるいは今後、先ほどの話ですとサービ

スの利用計画の作成などもやはりその道の方と

の相談もあるかと思いますんで、そういった面

も含めて、先ほどの言葉ですと基幹支援センタ
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ーという話もありました。そういったトータル

面で事業委託をするということでぜひ考えても

らえないかなと、検討していただけないかなと

思うんですが、市長、いかがでしょうか。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ただいま我妻議員からありまし

た基幹相談支援センターを今回の法律改正で、

長井市としては設置する義務はないんですけど

も、設置すべきじゃないかというふうに考えて

おりまして、その中でサポートセンターおきた

まにその面も含めて委託するということも検討

していきたいと思ってます。サポートセンター

おきたまについては、ご承知のとおり社会福祉

事業団があそこを借りて運営してるわけでして、

社会福祉事業団はやはり広域で主に、特にあそ

こにいらっしゃる所長さんなんかはコロニーか

らいらっしゃってる方なんで、いろんな情報ネ

ットワークがあるんで、そういった意味では障

がい者の方も、あるいは保護者の方もいろんな

情報を持ってるんで心強いのかなというふうに

思っております。ぜひ前向きに検討してまいり

たいと思ってます。 

 なお、議員からございました米沢市の養護学

校につきましては、市の重要事業の中でぜひ西

置賜に分校的なものをつくっていただけないか

と、村山で設置された経過がありますので、長

井市でも西置賜として考えられるんではないか

なというふうに思ってますので、それも含めて

努力したいと思っております。 

○蒲生光男議長 ７番、我妻 昇議員。 

○７番 我妻 昇議員 ありがとうございます。 

 ただいまの分校もそうですよね、米沢市に１

カ所というのは置賜の長井市や白鷹町にとって

は非常に不都合なところですので、不便なとこ

ろですので、そういったことを市の重要事業と

して県に求めるというのは非常にいいことだと

思います。これまで市の独自予算で400万円も

出して通学支援をしてきたというのも、それも

一つ県への説得材料になるのではないかなと思

いますので、ぜひ力を入れていただきたいと思

います。 

 これからは放課後デイサービスという話もあ

りました。いろんなニーズがまたさらに出てく

るかと思います。法改正でその点も改正のポイ

ントとして、強化のポイントとして上がってる

ようですけれども、そういったニーズや、あと

いろんな、もしくはご病気なり症状というんで

すか、症状が重くなる場合もあるのかもしれま

せん、いろんなことがあるかもしれません。ぜ

ひ親身になって対応していただきたいなという

ふうに思っております。 

 それでは、次の避難者のことにも触れたいと

思いますので、避難者支援のほうに移りたいと

思いますが、私のうちのすぐ隣にも南相馬から

ご家族４人で３月すぐですけれども、もう急い

で逃げてこられた方が今もいらっしゃいます。

その方はもはや、結構新しいうちが南相馬にあ

るということですけれども、もうほとんどあき

らめかけていらっしゃいます。本当につらそう

なんですけれども、何も悪いことをしてないの

にねというのが口癖で、非常にそれ聞くとつら

くなるんですけれども。もう長井市に永住して

もいいというような、半分お気持ちになってい

らっしゃるんですね。気に入ってるんですね、

地域の方々との触れ合いとか長井市の住みよさ

というんでしょうか、非常に気に入ってらっし

ゃる。ということは、今300名に迫る勢いで避

難してらっしゃる方も、中にはあきらめざるを

得ないという、もう半分覚悟の上でという方も

いらっしゃるんでしょう、その方に限らず。と

いうことは、やはり支援体制をもっと、今もも

ちろんされていらっしゃるんだと思うんですが、

もうちょっと踏み込んだ支援体制でできないか

なと。門をたたいて全戸訪問というんでしょう

か、それは嫌がる人ももちろんいると思います。

米沢市の場合をお聞きしますと、来られたとき
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になかなか出てこないというんですね、どうで

すかと言われても、はい、こうですというふう

になかなか言えない。そして、後で帰ってしば

らくしてから、ああ言えばよかったというふう

に思ったという、米沢市の避難者の方の声があ

ったそうです。そういうのも人間の心理として

あるのかな。あと、先ほどの日本人の精神とい

う話ししましたけども、どうしても遠慮すると

いうこともあるのかもしれませんので、いろん

なニーズ調査ってあると思います、戸別訪問に

限らず。 

 先ほどのママカフェの座談会ですとかバスツ

アーの話をしましたけども、バスツアーなんか

本当にいいことだと思います。長井市内も結構

わからないんですよね、例えば子育て支援セン

ターってどこにあるんだと、生涯プラザだと、

生涯プラザってどこだという話から始まるわけ

なんで、やっぱりそういうふうにバスツアーで

公共施設や名所旧跡などをたどると、観光地を

たどるというのも必要だと思います。 

 そういった面では、もう一歩踏み込んだ支援

体制はとれないかな。それにはやはり福祉団体、

ボランティア団体、ＮＰＯ団体などの協力も必

要になるかと思いますが、予算も若干必要にな

るかと思いますんで、ぜひ先ほどの基金も含め

て予算をとって、将来永住してくれるかもしれ

ないという、下心があってというと何か非常に

不純かもしれませんが、そういうことも含めて

考えると十分予算を使っていいことだと思うん

ですが、市長、いかがでしょうか。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 大変貴重なご提言いただきまし

てありがとうございます。 

 ２つ考えておりまして、まず１つは、すぐ依

頼して実現できるなと思ってるのは、福島県の

避難者の方がこれからも大部分でいらっしゃる

と思います。宮城、岩手の方は家庭的な個人の

事情でいらっしゃる方が多いのかなというふう

に思いますが、福島はもう当面帰れないという

ことでこちらに住んでいらっしゃると思います

ので、福島県の職員と、あるいはよくいらっし

ゃるのは南相馬市の職員が結構県内を巡回して

いらっしゃるそうなんで、ぜひ定期的に長井市

にもお越しいただいて、福島県とか、あるいは

避難地域、自主避難の人も含めてですけども、

そういった市町村の情報を今以上に直接避難さ

れてる方に提供いただくような場を、機会を設

けていきたいと思ってます。これが１つ。 

 あと２点目は、議員からご提言いただいた部

分ですが、米沢市は非常にうまく行っていると

いうふうに聞いてます、詳細は私も少し勉強不

足なんですが。米沢市のほうではＮＰＯが、こ

れは代表が丸山さんという方で、私もよく知っ

てる人です、神戸や、あるいは中越地震でもず

っとボランティアの活動をなさってきた方で、

その方が大体事業を組んでくださるんですね。

恐らく形態としては、行政あたりが委託料とか

何か払ってるんじゃないかと思います。丸山さ

んはたしか横浜で会社を経営されてた方なんで、

それが何カ月もこちらにいらっしゃいますから、

多分そっちはだれかに任せてこっち来てると思

うんですね、少なくとも生計を立てるための最

低限の費用が必要でしょうから、多分行政でし

てるんだと思いますが。 

 長井市としても今後どうしたらいいかという

ことを、議員からご提言いただいたように、将

来とも長井市に住んでいただけるような、やっ

ぱり働きかけをそろそろしてもいいんじゃない

かと、いつでも落ちついたら実家に、ふるさと

や福島に帰っていただけるように、ただし、そ

れまでは長井市民として家族の皆さんと健やか

に生活していただけるような、そんなことをや

はり努力しなきゃいけないと、そう思ってます

んで。ただ、地元のボランティア団体との関係

もありますが、恐らく残念ながら地元のボラン

ティアでは自分でいろんな計画を組んでコーデ
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ィネートして、行政とかいろいろ民間団体、企

業から支援をいただきながらそういう事業を行

うということについてはなれてないので、かな

り難しいと思います。ただし、いい機会ですん

で、例えばそちらの米沢市のＮＰＯさんと地元

が協働でそういったことをやってもらい、なお

かつ地元のＮＰＯとかボランティア団体が学べ

るような、そして避難者の方にも喜んでいただ

けるような、そんな形を想定しながら、ぜひ前

向きに検討したいと思います。ありがとうござ

います。 

○蒲生光男議長 ７番、我妻 昇議員。 

○７番 我妻 昇議員 ありがとうございます。

ぜひ予算も含めた対応をお願いしたいと思いま

す。 

 こういったことあるんですよね。今泉に来て

いらっしゃる若いお母様が２人の子供を抱えて

いらっしゃって、すぐにでも子供を預けたいと

いうことで、２歳児、３歳児です、いろんなご

都合があって、日中アルバイトとかということ

だと思うんですが。２歳児を預けるときには、

やはりお金の無料ということもあったんでしょ

うか、致芳児童センターに預けざるを得ないと

いうことで、２歳児は、でも３歳児が致芳児童

センターいっぱいなんですね、そうすると今泉

ですんで豊田の児童センターだと。毎日豊田に

行って、その後致芳に行って、そして今度、致

芳に行って、豊田に行ってということを毎日繰

り返して、そして子供も今ではなじんだと思う

んですが、当初兄弟離れ離れで非常に不安な

日々を過ごされたということで、そういったこ

と、細かい事例ですけどもあると思うんです。

本当に緊急というか、もうここに来るしかなく

て来てる場合もありますんで、ぜひもうちょっ

と何かできないのかなと。そんな大変な思いさ

せてしまうのかな、端っこから端っこですよね、

豊田から致芳ですから、土地勘もない人は、一

直線ですけども、本当につらい思いを、なれる

までは大変だったと思いますけども。そういっ

た面で緊急だとか、例えば何カ月という限定で

もいいかもしれませんけれども、人的な措置も

含めてそういった対応をすることによって、長

井市は非常に対応が早いんだとか、親切に対応

してくれるというような話をしてもらえると思

うんですね、仲間に。だから、みんな来いよと

いうふうに呼んでくれるかもしれません。そう

いったこともありますんで、市長、予算も、人

的なことも含めて、ぜひ親身になって対応して

いただきたいと思います。 

 では、要望して終わりたいと思います。あり

がとうございました。 

 

 

 梅津善之議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 次に、順位10番、議席番号２番、

梅津善之議員。 

  （２番梅津善之議員登壇） 

○２番 梅津善之議員 最後の一般質問になりま

した。先ほど、我妻議員から体格は横綱と言わ

れましたが、中身はやっと新弟子検査を受かっ

たばかりということでございますので、お疲れ

のところとは思いますが、最後までよろしくお

願いいたします。 

 じゃあ、通告に従いまして、私のほうから質

問させていただきます。 

 まず初めに、消防団の地位向上並びに装備設

備の充実についてということでございます。今

年度、３月11日以来、防災について当長井市で

もさまざまなことでお考えなされていると思い

ます。その矢先でございます、６月の末、ゲリ

ラ豪雨、いわゆる集中豪雨によりまして長井市

内の冠水、さらには河川のはんらんがございま

した。私、農家でございましたけれども、消防

署より４時半ごろ連絡をいただきまして、ちょ 


